
　2025年の秋は、全国（特に東北地方）でツキノワ
グマ、北海道でヒグマの出没とそれに伴う受傷事故
（死亡事故も）が多発し、過去最多と言われていまし
た。これまで地方自治体で対応してきたクマ対策も
国のレベルで対応する事態に発展しました。
　マスコミの報道などを見ていると「クマが増えす
ぎた」と報道されることが多くありますが、クマ問
題の要因は多々あると思います。過疎により人間生
活の自然へのアプローチ（圧力）が少なくなり、ク
マの行動圏が人里に近づいていることも要因の一つ

だと考えます。しかし、過疎地を通り越して市街地への侵入事件も沢山ありま
した。クマの目線で見ると、越冬（冬眠）を前にして十分な栄養を摂っておく
必要があり、食べ物が手に入る場所を探して見境なく行動していると理解でき
ます。
　しかし、なぜ2025年秋に急に餌を探すクマが市街地まで行動範囲を広げた
か、あまりよく分かりません。ここでアーバンベアーと呼ばれるクマが注目を
集めます。過疎化した人の生活圏に近いところで育ったクマが独り立ちした後、
人を怖がることなく人間の生活圏に侵入するものを指します。本来、クマは臆
病で人との接触を嫌い、奥山で静かに暮らす動物ですが、このアーバンベアー
はそれらのクマとは違うと考えた方がよいようです。
　これは、私見ですが、秋のクマの行動変異（市街地出没など）は、ナラ枯れ
病（カシノナガキクイムシによる加害）が関係しているのではないかと考えま
す。盛夏にコナラなどのブナ科の大木が葉を赤くして枯れる症状です。あきる
野でも2023年頃からコナラの枯損が目立ち、2024年にピークとなり昨年か
らは収束傾向になりました。昨年の全国のナラ枯れ被害を見てみると、被害地
域が北上して北関東の被害が拡大しています。同じように東北地方でも山形県、
秋田県、岩手県、青森県でナラ枯れ被害が拡大傾向にあり、それぞれの県で「ナ
ラ枯れ」の注意喚起が行われています。ナラ枯れの拡大は昨年1年に始まった
ことではなく、数年前から徐々に広がり、累積で沢山のドングリの枯損「ナラ
枯れ」が広がったことになります。そこで昨年、ついに限界に達して越冬を控
えたクマ達は山での採食をあきらめて行動が市街地まで広がったと考えること
もできます。
　自然事象は色々な要因が複雑につながっていて、思わぬところで私たちの生
活に重大な結果をもたらすことがあると思います。� （杉野）

▽
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
会
﹁
不
登
校

の
不
安
と
ど
う
向
き
合
う
﹂　
我

が
子
の
行
き
渋
り
の
悩
み
を
経
験

し
た
専
門
家
に
、
子
ど
も
や
自
分

自
身
と
の
向
き
合
い
方
を
学
び
ま

す
。

●
日
時
…
２
月
８
日
㈰　
午
後
２
時

~
４
時（
１
時
50
分
受
付
開
始
）

●
場
所
…
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
…
不
登
校
問
題
の
悩
み
を
持

つ
保
護
者
や
関
心
の
あ
る
方

●
講
師
…
平
塚
英
子
さ
ん
（
教
育
事

業
家
）

●
定
員
…
30
人
程
度

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
ワ
ク
ワ
ク
理
科
教
室﹁
音
を
見
る
﹂

理
科
の
先
生
に
よ
る
音
の
実
験
で

す
。
空
気
の
振
動
に
よ
る
実
験
、

声
で
動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

●
日
時
…
２
月
21
日
㈯　
午
前
10
時

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
初
め
て
の

方
に
は
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
23
日
㈪　
午
前
10
時

（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
11
時
）
~
午

後
３
時

▽
場
所　
フ
レ
ア
五
日
市

▽
問
合
せ　
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎

５
９
５
・
１
１
３
５
）

市ホームページ

あ
き
る
野
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

募
集

　

市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
適
切
な
運
営
と
公
平
・
中
立

性
を
確
保
す
る
た
め
の
協
議
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　
市
の
介
護
保
険
被
保

地
域
子
ど
も
育
成
リ
ー
ダ
ー

提
案
事
業
参
加
者
募
集

~
11
時
30
分

●
場
所
…
中
央
公
民
館
音
楽
室

●
講
師
…
お
も
て
よ
し
こ
さ
ん

●
対
象
…
小
学
生
の
親
子
15
組
（
申

込
み
順
）

●
申
込
み
方
法
…
２
月
２
日
㈪
か
ら

16
日
㈪
ま
で
に
電
子
申
請
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電子申請

▽
費
用　
無
料

▽
主
催　

あ
き
る
野
市
地
域
子

ど
も
育
成
リ
ー
ダ
ー

▽
問
合
せ　

こ
ど
も
政
策
課
こ

ど
も
政
策
係

﹁
秋
川
渓
谷
も
ぐ
も
ぐ
＆

　
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス

in
フ
レ
ア
五
日
市
﹂
開
催

　
市
内
で
活
躍
す
る
個
性
豊
か
な
作

家
に
よ
る
木
工
、
ガ
ラ
ス
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
、
手
仕
事
の
世
界
を
間

近
で
感
じ
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
に

険
者
で
、
40
歳
以
上
の
方
（
令
和

8
年
４
月
１
日
現
在
）

※
他
の
委
員
会
の
公
募
委
員
に
な
っ

て
い
る
方
は
、
応
募
で
き
ま
せ

ん
。

▽
募
集
人
数

40
歳
以
上
65
歳
未
満

の
方
（
１
人
）、
65
歳
以
上
の
方

（
１
人
）

▽
任
期　
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

▽
会
議
の
開
催
回
数　
年
度
内
に
３

回
程
度（
予
定
）

▽
報
償　
７
５
０
０
円
（
協
議
会
１

回
当
た
り
）

▽
応
募
方
法　
２
月
20
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
、
原
稿
用
紙
な
ど
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
応
募
動
機
（
４

０
０
字
以
上
８
０
０
字
以
内
）
を

記
入
の
上
、
窓
口
か
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類

の
返
却
、
公
表
は
し
ま
せ
ん
。

▽
応
募
・
問
合
せ　
高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
支
援
係
（
〒
１
９
７

－

０

８
１
４　
二
宮
３
５
０
、
直
通
５

５
８
・
１
９
５
３
）

は
じ
め
て
の

コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ッ
グ
講
座

　
処
理
基
材
の
入
っ
た
バ
ッ
グ
に
生

ご
み
を
入
れ
て
堆
肥
化
す
る
コ
ン
ポ

ス
ト
バ
ッ
グ
の
講
習
会
で
す
。
参
加

者
に
は
無
料
で
コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ッ
グ

を
お
渡
し
し
ま
す
。

▽
日
時　
２
月
28
日
㈯　
午
前
10
時

~
11
時

▽
場
所　
フ
レ
ア
五
日
市　
中
の
ひ

ろ
ば

▽
講
師　
神
山
靖
子
さ
ん
（
Ｌ
Ｆ
Ｃ

コ
ン
ポ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▽
対
象　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
18
歳
以
上
の
方
（
保
護
者
同
伴

で
あ
れ
ば
児
童
等
も
同
席
可
能
）

▽
定
員

30
人（
抽
選
）

▽
持
ち
物　
筆
記
用
具
な
ど

▽
費
用　
無
料

▽
申
込
み
方
法　
２
月
16
日
㈪
ま
で

に
電
子
申
請
か
電
話
で
申
し
込
ん

▽
日
時　
５
月
23
日
㈯　
午
前
10
時

~
午
後
３
時（
雨
天
実
施
）

▽
場
所　
都
立
秋
留
台
公
園

出
展
︵
店
︶
者

▽
対
象　
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活

動
、
環
境
に
優
し
い
製
品
の
企

画
、
製
造
、
販
売
を
行
っ
て
お

り
、
環
境
保
全
に
関
す
る
取
組
を

通
じ
て
、
分
か
り
や
す
い
展
示
・

体
験
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体
な

ど
▽
区
画　
１
出
展
（
店
）
者
当
た
り

２
区
画（
飲
食
は
１
区
画
）ま
で

▽
テ
ン
ト
の
大
き
さ　
間
口
３
.６

㍍
×
奥
行
２
.７
㍍
（
飲
食
は

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
可
）

▽
費
用
（
１
区
画
当
た
り
）　
３
千

円（
展
示
の
み
）・
５
千
円（
販
売

あ
り
・
飲
食
）

▽
申
込
み
方
法　
２
月
19
日
㈭
の
午

後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

▽
日
時　
５
月
23
日
㈯　
午
前
11
時

~
午
後
３
時
の
間
で
、
運
営
委
員

会
が
決
定
し
た
時
間

※
１
出
演
当
た
り
入
退
場
（
準
備
・

片
付
け
）を
含
め
最
大
30
分
ま
で

▽
対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
し
て
い
る
方
で
組
織
さ
れ
た
市

民
団
体
（
町
内
会
・
自
治
会
、
社

会
教
育
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等
）

※
ス
テ
ー
ジ
出
演
の
際
に
、
環
境
に

関
し
て
個
人
や
団
体
で
実
施
し
て

い
る
取
組
等
を
発
表
す
る
こ
と
。

※
和
太
鼓
、
お
囃
子
等
大
音
量
を
発

す
る
楽
器
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
方
法　
２
月
19
日
㈭
の
午

後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

協
賛
金

　
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
や
団
体
名

は
、
イ
ベ
ン
ト
周
知
用
ポ
ス
タ
ー
、

来
場
者
配
布
用
の
チ
ラ
シ
等
に
掲
載

し
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法　
３
月
31
日
㈫
の
午

後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に
、
電
子

申
請
か
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　
出
展（
店
）、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、
募
集
要
領
、

協
賛
金
は
、
募
集
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
配
置
場
所
…
環
境
政
策
課
（
五

日
市
出
張
所
）、
市
役
所
３
階

生
活
環
境
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
●
出
展
（
店
）
者
等
、
申
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
等
で
調

整
※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

は
、
別
途
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

あ
き
る

野
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
運

営
委
員
会
事
務
局
（
環
境
政
策

課
環
境
政
策
係
内
）（
〒
１
９

０

－

０
１
６
４　

五
日
市
４

１
１
、
☎
５
９
５
・
１
１
１

０
）

で
く
だ
さ
い
。

※
抽
選
結
果
は
、
２
月
19
日
㈭
ま
で

に
メ
ー
ル
か
電
話
で
連
絡
し
ま

す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
生
活
環
境
課

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

電子申請

市
民
環
境
セ
ミ
ナ
ー

~
今
こ
そ
知
り
た
い

　
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
・

節
電
講
座
~

　
家
庭
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
省
エ
ネ

と
節
電
の
違
い
と
は
、
家
庭
で
実
践

し
や
す
い
省
エ
ネ
・
節
電
の
方
法
や

経
済
的
な
効
果
な
ど
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

▽
日
時　
２
月
28
日
㈯　
午
前
10
時

~
正
午

▽
場
所　
中
央
公
民
館
第
７
研
修
室

▽
講
師　
（
一
財
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー

▽
対
象　
市
内
在
住
の
方

▽
定
員

20
人（
抽
選
）

▽
持
ち
物　
筆
記
用
具

▽
費
用　
無
料

▽
申
込
み
方
法　
２
月
15
日
㈰
ま
で

に
電
話
か
電
子
申
請
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
環
境
政
策
課

環
境
政
策
係
（
☎
５
９
５
・
１
１

１
０
）

電子申請

「ツキノワグマは」
森林レンジャーがゆく（147）

市内のツキノワグマ

あ
き
る
野
環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６　

出
展
︵
店
︶
者
・
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
・
協
賛
金

募
集

協賛金
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